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モノづくりを価値で結ぶ
─グローバル調達ロジスティクスサービス─

企業のグローバル競争力強化が図られている中，製造業ではドイツの Industrie 4.0で取り組まれているように， ITを高度に活
用することで，多様な顧客ニーズへの対応と生産の最適化の両立が求められている。その実現に向けては，グローバルレベルで
の最適物流経路や最適拠点配置，TPPなどの税制条件を考慮した調達戦略の確立などが重要な経営課題となっている。日立は，
「Hitachi Smart Transformation Project」の一環として，グループ横断で高度なサプライチェーン改革を実施した。このノ
ウハウに基づく「グローバル調達ロジスティクスサービス」を開始するなど，企業の抜本的な構造改革を支援している。

改善ポテンシャルのある中国
　経済のグローバル化に伴い，製造業を中心
に企業の海外進出が活発化している。その実
態をみると，国内に企画・経営管理や研究開
発の部門を置く一方，安価な人件費をメリッ
トにモノづくりは中国や東南アジア各国など
の海外で行う傾向にある。とりわけ「世界の
工場」から「世界の市場」へ変遷する中で，

世界第2位の経済規模に成長した中国には，
日系企業も投資を拡大した結果，数多くの工
場が建設されてきた。
　現在は中国に渡り，同国での事業展開に携
わっている中村和也［日立（中国）有限公司 
スマートロジスティクスサービス事業推進部 
総経理］は，こうした状況を次のように分析
する。

Visionaries 2016

中村和也
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権守直彦

に伴い，中国の現地法人である日立（中国）
有限公司に「スマートロジスティクスサービ
ス事業推進部」を設立している。
　今回サービスを提供するに至った経緯につ
いて，権守直彦（日立製作所 社会イノベー
ション事業推進本部 ソリューション・ビジ
ネス推進本部 インダストリープロジェクト
本部 本部長）は次のように語る。
　「グローバル調達ロジスティクスサービス
を通じて日立がめざす高度サプライチェーン
改革は，実はコスト構造改革やキャッシュフ
ロー改善といった製造業共通の経営課題の解
決を支援するのがねらいです。同様の経営課
題に直面した日立も，それらの解決に取り組
み，一定の成果を上げてきました。このサー
ビスは，いわばその問題解決ノウハウを事業
化したものと言えます。」

経済状況が「新常態（ニューノーマル）」に移行したと言われる中国（写真は上海
市中心部）。「中国製造2025」という行動指針の下，製造業の水準向上をめざす取
り組みが進められている。

　「中国の経済状況は，これまでの高度成長
とは異なる『新常態（ニューノーマル）』の局
面に入ったと言われます。しかし，管理レベ
ルに非効率な面もあって物流コストは先進国
と比べて高く，まだまだ改善の余地がありま
す。また，製造業の水準を今後10年間で先
進国並みに引き上げる『中国製造2025』とい
う行動指針を中国政府が発表したところでも
あり，これから製造インフラの整備・高度化
が進むものと考えられます。」
　さらに，個人消費の増大による物流量の急
増や，高まるサービス品質要求への対応も急
務となっている。中国でモノづくりを行う企
業が抱えるこうした課題を背景に，日立はそ
の解決を支援するため，グローバル調達ロジ
スティクスサービスの提供を開始した。それ
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ると考えたのです。」（権守）
　続けて，プロジェクトの立ち上げに参画し
た鍋島敦（株式会社日立物流 グローバル営業
統括本部 グローバル第一営業開発本部 日立
スマトラ推進センター 部長）は，サプライ
チェーンマネジメント改革による効果につい
てこう指摘する。
　「現在も日立グループ各社の中で改革が推
進されていますが，効果が上がっている理由
として，求める『最適化』の変化が挙げられ
ます。従来は工場単体での最適化が目的で
あったのが，昨今は事業体やグループ全体の
最適化を図るようになってきました。それで
シナジー効果が発揮されるようになったので
す。」

調達・物流・情報の三位一体サービス
　具体的に，グローバル調達ロジスティクス
サービスとはどのようなものなのか。最大の
ポイントは，調達・物流・情報の三位一体と
なっている点である。すなわち，トレーディ
ング，ロジスティクス，IT（情報技術）の機
能を一括提供することで，全体最適の視点で
サプライチェーンマネジメント改革を行う。
これら3つの事業を展開してきた日立グルー
プの総合力を生かしたサービスとも言えるで
あろう。
　調達サービスは，日立ハイテクノロジーズ
が持つ商社機能を利用するものである。部品・
材料調達業務や，生産拠点と近郊倉庫の在庫
管理，VMI（Vendor Managed Inventory）オ
ペレーション，海外からの輸入調達業務など
を支援する。また，ファクタリング（売掛債
権を買い取って債権回収すること）などの
ファイナンスサービスも提供する。
　この点について，内山徹也（株式会社日立
ハイテクノロジーズ 先端産業部材事業統括
本部 機能材・サプライチェーン営業本部 本
部長）は次のように話す。
「ここ数年，FTA（自由貿易協定）やTPP（環
太平洋経済連携協定）など，巨大経済圏をめ
ぐる動きが活発になっています。新しい経済
圏が誕生し，調達していた部品の生産国が域
外となった場合，新たに関税が課されること

みずから培ったノウハウをベースに
　日立はグローバル市場での成長をめざし，
コスト競争力を強化する「Hitachi Smart 
Transformation Project」を2012年度に開始
した。略して「スマトラ」と称されるこのプ
ロジェクトでは，コスト構造改革として，売
上原価や販管費である生産コスト・直接材コ
スト・間接コストの低減を図るため，グロー
バル調達・物流強化やシェアードサービス推
進など，いくつもの活動を進めている。調達
と物流の2つの改革を具現化するため，調達
拠点の拡充・集約購買の拡大，共同集荷・共
同配送といった施策が打ち出された。また，
各事業部門が持っていた国際調達機能を業務
移管し，例えば調達は株式会社日立ハイテク
ノロジーズ，物流は株式会社日立物流という
ようにグループ内のプロフェッショナル機能
を活用した。その結果，スケールメリットに
よるコスト低減を実現したのである。
　「そもそも事業化を考えたのは，スマトラ
に関する問い合わせがたびたびあったことが
きっかけです。日立グループが大きなコスト
削減効果を上げていることに対する一定の評
価もあったのでしょう。しかも，日立は電力
や交通といったプロジェクト型をはじめ，中
量産型や量産型，素材・部材型まで，あらゆ
るモノづくりに携わっています。そのため，
製造業が直面する課題を熟知した私たちのノ
ウハウを幅広くお客様に展開することができ

鍋島敦

内山徹也

日立グループの事業をモノの売り方／作り方の2軸で分類したもの。みずからも製造業とし
て，あらゆるタイプのモノづくりに携わっている。
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注 ： 略語説明　B2B（Business to Business）， B2C（Business to Consumer）， 電力（日立製作所 電力システム社）， 交通（日立製作所
交通システム社）， 情報（日立製作所 情報 ・ 通信システム社）， インフラ（日立製作所 インフラシステム社）， 都市（日立製作所
都市開発システム社）， 国際（株式会社日立国際電気）， 建機（日立建機株式会社）， メディコ（株式会社日立メディコ），
化成（日立化成株式会社）， AMS（日立オートモティブシステムズ株式会社）， 金属（日立金属株式会社）， 産機（株式会社
日立産機システム）， ハイテク（株式会社日立ハイテクノロジーズ）， 工機（日立工機株式会社）， AP（日立アプライアンス株式会社）
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石崎健史

があったり，部品のレベルによって貿易手続
きの申請が異なったりします。私たちはこう
したことに対応するノウハウを持っています
が，海外に進出する企業の現場は人的リソー
スが限られており，対応が難しいのが現状で
す。そこで私たちがグローバルで調達業務を
見直す提案をしようというわけです。」
　物流サービスは，日立物流が持つグローバ
ルネットワークを利用するもので，国際物流
では海上・航空輸送での共同輸送によりコス
ト削減を実現する。国内物流では各拠点にあ
る物流センターの活用に加え，ミルクラン（巡
回集荷）輸送，JIT（Just in Time）納入などを
組み合わせることにより，高付加価値な物流
サービスを提供する。
　「このサービスにおける物流は，単なる『輸
送』にとどまるものではありません。当社の
倉庫も製造ラインの一部としてロジスティク
スを再構築するなど，日本で実現している先
進的な物流を実現することが目標です。そし
て，物流と調達を組み合わせ，取引データな
どお客様の物流データとも連携させ，最適化
したサプライチェーンマネジメントの仕組み
づくりすることが私たちの役目なのです。」
（鍋島）
　その仕組みを支える基盤となるのが，調達

EDI（電子データ交換）を核とする ITである。
情報サービスとしては，日立ビジネスメディ
アサービス「TWX-21」を利用して生産拠点
とサプライヤーをグローバルに接続し，調達
業務の電子化を図るとともに，サプライ
チェーンの見える化や需給調整を可能にする。
　サービス提供に際し，顧客の課題や目的が
それぞれ異なっていることを踏まえ，石崎健
史（日立製作所 情報・通信システム社 スマー
ト情報システム統括本部 スマートビジネス
本部 担当本部長）はこう語る。
　「アジア新興国の物流コストが高い理由と
して，電子化が立ち遅れがちで非効率的な業
務のあり方が挙げられます。私たちのサービ
スでは，リードタイムの短縮やペーパレス化，
人件費の削減を実現するほか，リコール問題
にも対処できるようにロットトレース（ロッ
ト単位での管理）も想定しています。まずは，
お客様にご提案する中で見えてくるニーズを
吸い上げ，それを ITサービスに盛り込んで
いきます。」
　グローバル調達ロジスティクスサービスを
提供するにあたっては，事前に日立グループ
のいくつかの中国拠点において実証実験が行
われた。中国国内のサプライヤー（新規3社
および隣接工場で取り引きのある既存7社）

国際輸送

ミルクラン

サプライヤー
（国内） 部品倉庫

（VMI）

注 ： 略語説明　KPI（Key Performance Indicator）， 3PL（3rd Party Logistics）
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グローバル調達ロジスティクスサービスの概要。サプライチェーンの各段階に応じたプラットフォームを有する日立は，複合的な
課題に対する包括サービスを提供できる。
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の共同ミルクランを試験導入したところ，調
達物流コストを12.7%削減できた。また，ミ
ルクランによる多頻度・少量納入により，
22.4%の在庫削減の効果も確認された。

価値への気づきをもたらすツール
　こうして効果が確認された後，2015年度
より，グローバル調達ロジスティクスサービ
スの提供が始まった。提供するサービスの内
容は，倉庫管理，輸送，調達代行などのオペ
レーションアウトソーシングおよび調達・物
流情報の見える化などの業務管理の改善・効
率化に役立つサービスなどで，まずは中国市
場で輸送機器，電機，部品などを製造してい
る日系企業を対象としている。日立（中国）
でプロジェクトを取りまとめる中村が次のよ
うに語る。
　「推進体制は，兼務者を含めて20名程度で
スタートし，研究開発部門もメンバーに加
わっています。コンサルティング・エンジニ
アリング機能，営業機能，プロジェクト取り

まとめ機能を有し，調達・物流・情報の3つ
のサービスを組み合わせて物流コスト低減，
在庫削減を実現するサプライチェーンマネジ
メントをデザインする，それが私たちの役割
となっています。つまり，お客様の課題を解
決する具体的なサービスにつなげていくた
め，最適な提案を行う活動を担っているわけ
です。それには上流のコンサルティングが非
常に重要になります。もちろん事業性を定量
的に評価する必要があることから，事業価値
シミュレーションツールを活用し，どのよう
に改善されるかお客様がイメージできるよう
にしています。」
　実際のサービスは，（1）事前診断，（2）新
モデルの提案，（3）具体的提案，（4）システ
ムとオペレーションの準備，（5）試行の実施，
（6）本番移行というステップを踏んで進めら
れる。事前診断は，現行物流の構造的な実態
調査と，効果算定シミュレーション・新モデ
ル検討の2ステップがあり，後者の段階で
NEXPERIENCE/Cyber-Proof of Concept
（Cyber-PoC）と呼ばれる事業価値シミュレー
ションツールの適用が図られる。
　これは，サイバー空間上でインフラ構築に
よる投資効果などをシミュレーションする
ツールである。サプライチェーン改革を進め
るためには，コストやキャッシュフロー，リー
ドタイムなどを考慮しながら改善策を検討す
ることになり，実証実験などを実施するが，
それには時間も費用も余分に必要となる。
NEXPERIENCE/Cyber-PoCはビッグデータ
解析技術を駆使し，さまざまな仮説をシミュ
レーションして効果をコンピュータ上で示
し，改善改革の可否を検討していくのに役立
てられている。
　「現在の状態の見える化はもちろん，リー
ドタイムや在庫などの条件を変更し，未来を
シミュレーションすること，さらには他の製
造会社が手を組むといった，やりたいけれど
実現が難しいこともシミュレーションできま
す。分かりにくかった従来のロジスティクス
分析とは異なり，NEXPERIENCE/Cyber-
PoCはお客様に価値の気づきのきっかけを，
定量的かつ実際の実証実験の結果のようにビ

NEXPERIENCE/Cyber-Proof of Conceptの画面例。容易な操作でさまざまな仮説をシミュレー
ションすることができ，むだな部分の可視化や，改善策による価値への気づきにつながる。
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ジュアルで分かりやすく与えるものとして有
効なツールとなっています。現在，研究開発
部門と協力して，トラック配車効率の見える
化にも取り組んでいるところです。これは今
後の中国企業やほかの外国企業に向けて日立
の IT活用力を示すのにも有効と考えていま
す。」（中村）
　今後，このサービス事業はその対象を日系
企業だけでなく中国企業にも広げていく予定
であり，さらには東南アジア地域での展開・
拡大も見据えているという。

その先にある，企業の構造改革へ
　こうした流れの中で，2015年12月，日立
は新たなサービスの提供に乗り出した。グ
ローバルにビジネス展開する日本企業を対象
とする「Transformation支援サービス」である。
　「お客様から企業改革に取り組みたいとい
うニーズが多く，企業の抜本的な構造改革を
支援するものとしてTransformation支援
サービスの提供を開始することにしました。
このサービスでは，日立がスマトラにおい

て試行錯誤の中で培った実用的なノウハウや
効果を創出したソリューションを提供しま
す。このサービスを利用すれば，日立がスマ

トラで活用した各種テンプレートやアプロー
チ方法を活用できるので，プロジェクトを短
期間で推進できます。」（権守）
　このサービスは，「全体改革計画策定フェー
ズ」，「改革構想具体化フェーズ」，そして「改
革実行フェーズ」の3つのフェーズに基づい
て提供される。「改革実行フェーズ」では，
グローバル調達ロジスティクスサービスに加
え，生産改革やグローバル会計，そして保守・
保全改革に至るまで，製造業の業務を支援す
る各種ソリューション・サービスが用意され
ている。
　「日本の企業は，営業利益率やキャッシュ
フローマージン率という点では，まだ海外の
優良企業のポジションに追いついていませ
ん。日立の成功や失敗の経験を活用してお客
様の改革推進を支え，グローバル成長戦略を
サポートしていきたいですね。」（権守）
　ドイツの Industrie 4.0，中国の製造2025
をはじめ，ITを駆使して製造業の競争力を
高めていく取り組みの動向に世界的な注目が
集まっている。日立は，製造業の競争力強化
につながる構造改革に寄与するため，高付加
価値サービスの提供に努めていく。

・ TSCMソリューション／loT
・ グローバル調達ロジスティクスサービス
・ グローバル会計ソリューション　など

（SCM ・ ロジ改革／調達改革／
生産改革／保守 ・ 保全改革など）

コンサルティング
サービス

（1）全体改革計画策定フェーズ
（1～3か月）

（2）改革構造具体化フェーズ
（3～6か月）

プロジェクトマネジメント支援サービス

コンサルティングメニュー
（1）

（1）

（5）

（2） （3） （4）

（2）

（3）

（4）

（5）

簡易アセスメント
全体改革計画策定支援
コンサルティングサービス
個別テーマ改革構想支援
コンサルティングサービス

ソリューション ・ サービス

PMO支援サービス

注 ： 略語説明　SCM（Supply Chain Management）， TSCM（Total Supply Chain Management）， IoT（Internet of Things）， PMO（Project Management Office)

改革ポテンシャルを迅速に試算し， 本格検討への意思決定をサポート
本格プロジェクト立ち上げに向け， プロジェクト目標， 課題設定， 課題の優先
順位づけ， および課題を実現するためのマクロ施策を整理
SCM ・ ロジ改革／調達改革／生産改革／保守 ・ 保全改革など個別テーマ改革に
おける構想の具体化検討を支援
日立グループの持つ， 各種改革に必要なソリューションサービスの提供
（一部， Hitachi Smart Transformation Projectで構築したサービス基盤を提供）

多岐多様なステークホルダー管理など， プロジェクトの円滑推進をサポート

概要

（3）改革実行フェーズ

ソリューション ・
サービス

個別テーマ改革支援
コンサルティングサービス

全体改革計画
策定支援

簡
易
ア
セ
ス
メ
ン
ト

Transformation支援サービスの体系とサービスメニュー。日立が自社の改革における試行錯誤の中で培った実用的なノ
ウハウを活用し，グローバルにビジネス展開する企業の抜本的な構造改革に貢献していく。


